
国語科コンテンツ実践事例
コンテンツ No. 1

校 種 小学校

学 年 全学年

教 科 国語科

単元名・教材名 詩文の暗唱名人をめざそう！

指導目標 日本語の美しさに触れ、リズムやテンポを大切にしながら一人ひとり

がしっかりと声を出す。

指導計画 国語の授業の導入やモジュール授業などで行う。

授業の流れ 添付データに □あり ■なし

①詩文を黒板に大きく映し出し、全員で画面を見ながらリズミカルに

唱えながら覚える。

②映し出した詩文の一部が消えた画面を見ながら、唱えさせる。

③最終的には、画面の文字を見ないで詩文を唱える。

授業のポイント コンテンツを黒板に映し出すメリットとして、全員が正面を向きな

がら声を出すので、教室中に声が広がることを子どもたちも感じるこ

とができる。また、子どもたちが、姿勢を正しながら、口を大きく開

けてながら詩を唱えているかどうかについても教師が把握しやすい。

さらに実物投影機があれば、カメラを子どもたちの方に向けて、その

様子を黒板に映し出し、自分や友だちの姿を見ながら暗唱練習をする

という方法もある。この方法の利点として、

・自分の姿勢や口、目の動きを知ることで、具体的に次の改善点や自

分のいいところが見つかること。

・友だちのいいところを見つけあうことができること。

・シャッター機能がついている実物投影機であれば、ある瞬間をシャ

ッター機能で撮影し、音読の時のポイント指導として子どもたちの

映像を映し出しながら指導することができる。

などがある。

授業場所 ■普通教室 □コンピュータ教室 □特別教室 □体育館 □運動場

□屋外 □その他〔 〕

授業形態 ■一斉学習 □グループ学習 □個別学習 □補習 □その他〔 〕

ICT を活用する場面 ■導入 □展開 □まとめ □その他〔発展〕

ICT を主に活用する者 ■教員 □学習者 □その他〔 〕

ICT を活用する目的 ■課題の提示 □動機付け □教員の説明資料 □学習者の説明資料

■繰り返しによる定着 □モデルの提示 □失敗例の提示

□体験の想起 □比較 □振り返り □体験の代行

□その他〔 〕

活用する ICT ■コンピュータ ■プロジェクタ □スクリーン

□電子ホワイトボード □実物投影機 □デジタルカメラ □ビデオ

□インターネット ■デジタルコンテンツ □ CD-ROM

□スピーカー □その他〔 〕

その他の添付データ ■あり〔詩文のワークシート〕□なし


